
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

ダイコン(Raphanus sativus L.)の抽苔および開花生
理に関する研究 : I. 花芽形成とオーキシン様物質
の消長について

柳, 根昌
九州大学農学部園芸学教室

上本, 俊平
九州大学農学部園芸学教室

https://doi.org/10.15017/23186

出版情報：九州大學農學部學藝雜誌. 29 (4), pp.147-150, 1975-03. 九州大學農學部
バージョン：
権利関係：



九大農学雪気　（S¢圭・8磁・「Vac・Agr・・Kyashu　gRiv・）

第29巻第4号　147－150（1975）

ダイコン（Raphanus　satlvus：L）の抽苔および

　　　　　　　　開花生理に関する研究＊

1．花芽形成とrk　一キシン様物質の消長について

柳 根　　昌・上　本　俊　平

九州大学農学部園芸学教室

（1974年12月5E受理）
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緒 言

　Sacks（1880）が花成物質説を提唱して以来，植物

ホルモンと花成との関連性についての研究が数多く行

なわれ，とくに近年になっては植物の花成の内的要因

をオーキシン様物質の消長に求めようとする試みもな

されている．すなわち，水平に曲げられたパインアッ

プルでは，それによって重力の二子を受けて生長点蔀

のオーキシン分布が変化し，花成が誘起されること

（van　Overbeek，1948），またIAA（lnd◎le－3－acetic

acid）およびNAA（α一Naphtha蓋eneacetic　acid）

など一連の生長調節物質の処理実験から，例外は認め

られるが，一般に植物の花成にたいしてオーキシンは

抑制的に作用し，アンチオーキンは促進的に働くこと

が知られている（塚本・原田，1957；香用，1966；加

藤・志佐，1969）．レタスおよびハナヤサイでは花芽

分化前に内生オーキシン様物質の活性低下も確認され

ている（Fukui　et　ai．，1958；加藤，1964，1965）．

　柳・上本（1973）はダイコンの花成に関する内生リ

ズムの研究を行なっているが，これに麗連して花成と

内生オーキシン様物質の消長について検討したとこ

ろ，花成に先立って内生オーキシン様物質が著しく低

下することを認めたので，ここにその結果を報告する．

材料および方法

　供試材料としてはSS早生四十日”と“早太り時無”

の2品種を用いた．これらの2品種は1972年7月購

入後，直ちに25℃の疸温室：に貯蔵し，同年11月試験

に供した．低温処理区は25℃で約24時間催芽し，

幼根が1～2mmに伸長してから5℃で2◎鑓聞低

温処理を行なった．低温処理（春化）区，無低温（無

春化）区ともに，催芽種子を11月1濤に砂を培地と

した30×40×6cmのプラスチックバットに播種し

た．直ちに，水銀灯，自熱灯ならびに植物育成用ラン

プを光源とした九州大学ファイトトロンの25℃連続

照明室に搬入し，照度約8，　OOO　luxの場所に定置し

た．肥料はハイポネックス1，◎◎◎倍液と住友液罷2

号500倍液を用い，3日ごとに交互に施用した．

　’t　一キシン様物質の抽出，分析は播種当Hから5β

ごとに試料を採取して，IAAとのco－chromatogra－

phyによる定盤ならびに生物検定を行なった．

　抽出は，まず試料を80％のメチルアルコールと一

緒に磨砕したのち，遠心分離，ろ過した．さらに残渣

を2圃洗浄，遠心分離，ろ過後，上澄液を4◎℃で減

圧濃縮したのち，α1Mりん酸加里緩衝液でpH　7に

調整した。その後，エチルエーテルで3回抽出して申

性分画とした．水相を1Mりん酸液でpH　3に調整
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148 擁根畠・上本俊平

後，中性分画と同様にして酸牲分画をとった．エチル

エーテル相を4◎℃で滅圧濃縮して東洋ろ紙N◎。51

に添着し，イソプロパノール，アンモニア，水（81

1：1）溶媒を用いて展開後，Rf値ごとに10等分

してアベナ子葉鞘の伸長率による生物検定法（Nitsch

and　Nitsch，1956）によって定量した．

　なお，分析試料は子葉より上位部を採取し，播種当

日のものは59，5日目のものは109，その後：は2◎

9ずつを抽出に供した。

結果および考察

　‘転生四十日”の生育に伴うオーキシン様物質の経

時的変化はFig．1に示すとおりである．この図に示

すように播種当日には低温処理区は無低温区に比べて

健進物質，とくにIAAのRf値と一致する位置にあ

る物質の活性が著しく低く，むしろ抑制物質が多いこ

とが注目された，しかし，生育が進むにつれて低温処

理区では擁制物質が減少し，健進物質が急増して無低

温区との差が認められなくなった．
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Fig．　2．　Total　’activities　of　endogenous　acid－

ic　auxin－like　substance　in　vernalized　and
ftgR・一vernalized　plants．　Va！ues　were　iRdicated

on　percentage　of　control　growth　of　the
Avena　coleoptiles．　o　Wase－shijunichi，　e
Hayabutori－tokinashi，　一　Vernalized，　…　Non－

vern3笠圭zed．

お6

10　days

Fig．　1．　Histograms　of　endogenous　acidic　auxin－like　substance

activity　i亘b◎th　of　ver難ali2：ed　and簸◎簸一verna蕪zed　pla鍛ts　a重eaごh

growth　stage撫‘Wase酌量」麗。短．’Seeds　were　ve羅a王ized　at
seC　for　20　days．　The　growth　rate　values　were　indicated　on

．percentage　of　control　growth　of　the　Avena　coleoptiles．

　Fig．2に低温感応性が互にこと

なる2晶種，　‘‘早生四十臼”と‘‘阜

太り時無”を対比し，生体重1◎g

当たりのオーキシン様物質の総活性

の経時的変化を示した．‘‘早太り時

無，では‘‘皐生四十日”と対照的

に，播種当日から5日目にかけて低

温処理区の促進物質が無低温区のそ

れよ：り多く，また無低温区は5R昌

からその活性のカーブが横這い状態

を示すのに対し，低温処理区では

鎗出目までは活性の低下が続き，そ

の最低値は無低温区のそれを著しく

下回った．‘‘早生四十日”のオーキ

シン様物質の活性は低温処理を終っ

た播種当日に最低値を示したのに対

して，“早太り時無”の低温処理区

τable・1．　Co撫鐸is鰯◎f　growth　re§P邸e鍛d　fi◎wering　i蟹ad量sh
cultivars，　‘Wase－shijunichi’　and　‘Hayabutori－tokinashi．’
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Seeds　were　vernalized　at　5eC　fer　2g　days．

“　Flewering　plants　within　6e　days　after　sowing．
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では播種10日目に最低値がえられた．

　上記の2品種の低温処理区の生育状況をTable　1

に示した．t（早生四十日”の低温処理区では播種当日

申に発芽し，6～7日目に花芽分化後期ないしがく片

形成がみられ，11日目に出帆，20日闘には開花した．

一一禔C‘‘早太り時無”の低温処理区では，早いものは

播種後18日目に花芽分化が認められ，25臼霞に出蕾，

35濤員には開花した．

　花成に対して低温長B型の植物であるレタスおよび

ハナヤサイの花芽分化とオーキシン様物質との闘係を

検討したFukui　et　al．（1958）や加藤（1964，1965）

らによっても本実験と同様な結果がえられている．す

なわち，それらの低温処理区では中開IAAのRf値

と一致するオーキシン様物質の活性が花芽分化前に消

滅することが認められるとともに，またIAA，　NAA

など，オーキシンの葉面散布によってそれらの花芽分

化期を遅らせることが萌らかにきれている．

　本実験の‘‘早生囚十H”は低濫処理によって低濃要

求度を充足させた場合，低温処理終了直後にオーキシ

ン様物質の最：低値が観察されたが，“早太り時無”は

低温処理で低温要求度を充足させても処理終了後（播

種後）10日目に至ってようやくオーキシンレベルが

最低になった．そして“早生四十日”では播種後7日

目に，また“早太り時無”では18日目に花芽分化が

確認された．このように，ダイコンにおいてもレタス

およびハナヤサイと同様に内生オーーキシン様物質の活

性のレベルの著しい低下が花芽分化に闘連するものと

考えられる．

　なお，｛（早太り時無”では畢生オーキシン様物質の

活性低下の程度が本実験期間内で未開花に終った無低

温区の“早生四十日”よりやや高いレベルにとどまっ

ているにもかかわらず，花成が誘起きれている．この

ことについては，低温処理区の‘‘早太り時無”には未

開花株が混在していたこともその原因の一部と思われ

るが，Fig．2に示したオーキシンレベルの消長のパ

ターンがそれぞれの品種として，2っのグループに分

けることができる点からもうかがわれるように，生態

型を異にする品種の特異盤とも考えられる．

摘 要

ダイコンの花成とオーキシン様物質の消長を明らか

にするために“早生四十B”および“早太り時無”を

5。Cで20日間低温処理し，各生育；期に酸性オーキシ

ン様物質を抽出，検定して，その消長と花芽分化との

関係について調査した．

　“早生四十日”では低温処理直後に，9C早太り時

無”では播種後10日目に，すなわちいずれの晶種に

おいても花芽分化約1週頃前にオーキシン様物質の発

話は最低レベルに低下する．

　このような花芽分化前のオ　一一　％シン様物質の活盤低

下は即成誘爆と深い関連性をもち，また活性低下の時

期が供試2品種においてことなることは，それら一種

の生態型の差異にもとつくものと考えられる．
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S難搬斑3ry

　　　Experimekts　were　c鐙韮¢d．o磁重◎make　dear「relati◎nship　betwe鍛癒e　fi◎wer　bud

f・r漁ti◎n　and重he　e繭ge蹴s　aux姐ike　subsね雄ce　levels　i鍛癒e　J禽卿Qse　radish，　R瞬一

anus　sativas　L．　cultivars　‘Wase－shijufiichi’　and　‘Hayabutori－tokinashi．’

　　　Vernalization　was　performed　for　20　days　at　5℃　before　sowing．　Those　seedlings

precedingly　vernalized　and　non－vernalized　were　grown　at　the　same　time　in　the　contin－

uous　artificial　illumination　room　at　25eC．

　　　Auxin－like　substances　in　acidic　fraction　were　extracted　from　leaves　and　stems　at

’various　growth　stages　of　both　vernalized　and　non－vernalized　plants　and　activities　were

bioassayed　by　the　Avena　coleoptile　straight　growth　test．

　　　Preceding　fiower　bud　formation，　the　activities　of　auxin－like　substance　exhibited　at

the　lowest　levels　in　chilling　treated　plants　on　the　both　cultivars　of　‘Wase－s，hijunichi’

and　‘Hayabutori－tokinashi．’　The　auxin－like　substance　levels　of　the　former　cultivar

falled　down　immediately，　whereas　that　of　the　latter　10　days　after　sowing　time．

　　　　It　is　very　important　and　interestlng　phenomenon　that　the　activities　ef　endogenous

auxlR－like　substance　decline　before　fiower　bud　formation　iR　each　cultivar．


